特定非営利活動（NPO）法人やましろ里山の会週刊ニュース13年8月08 日472号
里山の会の了解のもと京都木津川マラソン事務局と併用で使用　　これまで事務所として使用させていただいてきたところから改造と部屋の用途の変更のために、移転しなければならなくなり、約1年間物件を探していましたが、適当なところが見つからず、里山の会の事務所を併用することに事務局会議で了解が得られて、移転準備が行われてきました。里山の会としては少し狭くなりますが、これまで通り事務局会議のスペースは確保されるので、大きな不都合はなくこれまで通り運営ができることになります。少しにぎやかになってくるのではないかと予想されますが、今後ともよろしくと事務局に挨拶がありました。
燕のねぐら入りの観察会　8月11日（日）5時集合　　フィールドスコープを使って葦原に眠ろうとするツバメの観察を何としても直接見たいものと思っていましたが、今回は前年のポイントを深田理事長が確認していただきましたので、大いに期待をしています。ぜひとも多くの皆さんのご出席ご参加をお待ちしています。
第2回理事会　8月28日　14時　今年は子どもたちの楽しみであった、里山の会の主催による木津川本川での遊びと魚とりが安全対策上中止をなったりホタルの集いが激しい降雨によって中止など楽しみな数多くのイベントが中止となりましたが、それでも約1000人の参加を得ることができています。こうした取り組みを総括しながら後半のイベント実施、および展示発表、講演会にそして何よりも木津川読本や炭焼き釜の雨天対策、里山農園へのイノシシ防御柵の設置と大事業があります。こうした推進への対応を検討しなくてはなりません。全理事のご出席をお願いします。
会誌35号原稿募集開始　　里山の会が有志の方々13名で発足して以来年間2回の会誌発行を続けてきました。最初のころは3回も続けられれば結構なこと、と少し冷ややかに見ておられたのではないでしょうか。よく発行できますねと、驚きの声がよく聞こえてきます。それから数えて35号の発行を迎えることになり、原稿集めの時期となりました。9月20日が締切日となっていますので、準備を始めていただきますようお願いします。　会員の皆さんが主人公ですので、ご登場いただいていない皆さんにはひときわ大きな声で呼びかけさせて頂きます。ぜひ小さな原稿で結構ですので、寄稿いただきますようお願いします。
第17回里山講演会　8月31日（土）　ここしばらく植物関係の講演会から遠ざかっていました。今回は里山の会の中心的役割を果たしてきている植物に関するお話を江南先生からお話をいただきます。江南先生は広く世界を見渡し、特に東南アジア中国インドなどユーラシア大陸に関わって日本を植物などについて語っていただきます。里山の会の基本の部分に関わる貴重な内容と思われます。ぜひ多くの方々をお誘いの上ご出席いただきますよう心よりご案内を申し上げます。会場はJR城陽駅から徒歩3分です。生協城陽店の南隣の男女共同参画支援センターです。
　
秋の里山農園　コスモスの開花もたのしみです。秋の実りを前に開墾した全域にイノシシ防御の網の設置を計画しています。約500mの網の設置には里山の会の一大作業となります。京都府の地域力再生プロジエクト交付金事業の予定です。前回は秋の収穫直前でしたがサツマイモを全滅させられてしまいました。再度同じような事故にならないように準備をしなければなりません、ぜひとも全員の皆さんのご協力をお願いします。
また10月末から12月中旬まで各地でのイベントが計画されています。ここでの生産物の販売を視野に入れて秋から冬野菜の作付も計画的に進めなければなりません。会員さんの協力を頼りにしています。　ぜひともよろしくお願いします。・
会費納入状況7月31日現在　　
会員の皆さがたには、事業活動計画に基づきご協力を頂きありがとうございます。多くの事業活動計画を進める事ができ早４カ月を経過しております。本年は活動資源となる事業も中止等により収入減少で皆さまの会費を主として活動の運営に図っています。会員各位にはご出費の重なる中ですがご協力頂きますようお願いします。７月３１日現在の納入状況は次のとおりです。
	分　類
	未納者人
	現会員数
	未納入率％
	備　考

	不要
	２
	4
	50
	

	メール
	３３
	86
	38
	

	FAX
	２０
	62
	32
	

	手配り
	６
	32
	18
	

	電話
	２２
	42
	52
	

	顧問等
	
	（13）
	
	（夫婦5）

	合計
	83
	226
	37
	総計244


木津川カヌーの日・「遊びカヌー発祥の碑」設置場所除草作業進む　
建立予定作業26日10時に予定　横2.3ｍで　高さ1.5ｍの大変大きな石碑です。笠置の大橋を163号方面からわたりはじめると左前方に水面が見られ、そして笠置館の立派な建物が目に入ります。この笠置館の用地から川面までの所の中段に東海道自然歩道の通路が通っていてそこが建立予定地となっています。笠置館のご理解があって建立することになりました。そして宇治の「庵石材店」さんが由緒ある意義ある石碑なので、全力を尽くしてやりますとご理解が得られて実現することになりました。多くの皆さんの無償に近いボランティア精神があって、除幕式を9月の8日午前10時30分に実行する段階に進むことができました。　ご協力いただいている皆様に心から感謝申し上げます。
8月３日　　文化財講演会　｢南山城水害から60年｣
奈良大学名誉教授　池田　碩氏
ふるさとミュウジアム山城（京都府立山城郷土資料館）
私たち（やましろ里山の会）が３回にわたって講演会（井手町の府立福祉会館、国土交通省久御山ポンフ場、国土交通省天ケ瀬ダム管理支所）を開催してきました。3回の講演会に参加されていた、志津川自治会長、京都大学名誉教授志岐先生等そうそうたるメンバーも参加されていました。参加者は70名と当初用意したプリントが無くなり急きょ追加印刷をされていました。６０分ほどの池田先生の講演は「行政だけの責任ではない。住民、行政、専門家が力を合わせどうしたら災害から人命、財産を守れるかを検討することが大事」
「災害は忘れた頃にやってくる。」などがポイントでした。
最後に質問の時間があり質問者は２名でした。当会から播川が質問しました。先日（7月27日）近畿水辺の交流会が福知山であり｢由良川では治水記念館が作られています。当時の被害を体感出来る様にしているが、山城大水害もそのような施設を作るべきだと思う｣と意見を言いました。今後、いい方向に進むことを期待します。参加者は田中実知世さん、播川の2名でした。
